
鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例

議
会
が

日
閉
会
し
ま
し

22

た
。今

議
会
に
提
案
さ
れ
て

い
た
介
護
保
険
料
の
低
所

特
者
の
引
き
下
げ
条
例
の

他
、
羽
黒
庁
舎
の
建
て
替

え
、
丸
岡
城
址
公
園
の
整

備
、
学
童
保
育
の
運
営
費

の
増
額
な
ど
の
補
正
予
算

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
安
全
保
障
法
制
の
制

定
を
や
め
平
和
国
家
の
堅

持
を
求
め
る
」
請
願
は
、

日
本
共
産
党
市
議
団
、
市

民
ク
ラ
ブ
が
賛
成
し
ま
し

た
が
、
新
政
ク
ラ
ブ
、
政

友
公
明
ク
ラ
ブ
、
無
所
属

議
員
の
反
対
で
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
で
の
国

会
決
議
を
守
れ
」
の
請
願

は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

「
農
協
改
革
反
対
」
の

請
願
は
共
産
党
の
み
が
賛

成
し
他
会
派
が
反
対
、「
教

職
員
定
数
の
改
善
・
義
務

教
育
費
の
国
庫
負
担
２
分

の
１
復
元
を
求
め
る
」「
年

金
積
立
金
の
安
全
か
つ
確

実
な
運
用
を
求
め
る
」「
米

価
下
落
対
策
を
求
め
る
」

の
各
請
願
は
共
産
党
と
市

民
ク
ラ
ブ
が
賛
成
し
、
新

政
ク
ラ
ブ
、政
友
・
公
明
、

無
所
属
議
員
等
が
反
対
し

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
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中
の
生
徒

達
の
花
束

も
向
け
ら

れ
て
い
ま

し
た
。

▽

日
に

23

お
こ
な
わ
れ
た
沖
縄
戦
戦
没
者
追
悼
式

典
で
は
、
辺
野
古
に
米
軍
新
基
地
建
設

を
進
め
な
が
ら
「
沖
縄
の
基
地
負
担
の

軽
減
に
努
め
る
」
な
ど
と
挨
拶
し
た
安

倍
首
相
が
県
民
の
厳
し
い
ヤ
ジ
を
浴
び

ま
し
た
。
沖
縄
の
方
々
と
連
帯
し
て
平

和
を
破
壊
す
る
政
治
と
戦
う
、
そ
う
い

う
思
い
を
込
め
て
質
問
し
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

▽

日
は
、「
沖
縄
慰
霊
の
日
」。
沖
縄

23
戦
で
は
県
民
の
実
に
４
人
に
１
人
、
12

万
２
千
人
が
命
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

▽
一
般
質
問
の
テ
ー
マ
の
一
つ
に
平
和

の
問
題
を
選
び
、
関
係
す
る
県
の
事
業

等
を
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、
吉
村
知
事

の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
沖
縄
に

あ
る
慰
霊
塔
「
山
形
の
塔
」
の
整
備
の

要
望
が
出
さ
れ
て
い
た
と
い
う
記
録
に

ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
は
私
も
市
議

時
代
の
２
０
１
２
年
に
訪
問
し
て
い
ま

す
（
写
真
）
。
▽
塔
は
、
海
外
で
戦
没

し
た
山
形
出
身
者
４
万
人
を
慰
霊
す
る

施
設
で
す
が
、
案
内
板
に
は
、
沖
縄
戦

で
は
７
７
６
名
が
死
亡
し
た
こ
と
が
標

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
丁
度
、
鶴
四

2015年6月議会　賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対）
市民クラブ 無 日本共産党 政友公明 新政クラブ
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昌
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十
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一

彦

小

野

寺

佳

克

佐

藤

博

幸

佐

藤

久

樹

菅

原

一

浩

本

間

信

一

本

間

新

兵

衛

野

村

廣

登

齋

藤
　

久

今

野

良

和

神

尾
　

幸

五

十

嵐

庄

一

渋

谷

耕

一

｢安全保障法制｣の制定をやめ、平和

国家としての歩みを堅持する意見書
提出に関する請願

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 議● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

教職員定数改善と義務教育費国庫

負担制度２分の１復元に関する請願
○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

長

年金積立金の安全かつ確実な運用

に関する請願
○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

農協改革をはじめとした「農業改革」

に関する請願
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●● ○ ○ ○

米価下落対策を求める意見書提出

を求める請願
○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区

委
員
会
は
、
第

回
鶴
岡

84

地
区
党
会
議
を
開
き
、
こ

の
間
の
活
動
や
総
選
挙
、

県
議
選
な
ど
を
総
括
し
ま

し
た
。

ま
た
、
戦
争
立
法
廃
案

と
党
勢
拡
大
の
躍
進
月
間

の
成
功
と
、
参
院
選
勝
利

を
め
ざ
す
地
区
党
の
総
合

計
画
を
採
択
し
ま
し
た
。

地
区
委
員
長
に
佐
藤
誠

一
氏
（
再
）
、
副
委
員
長

に
加
藤
太
一
氏(

新)

、
長

谷
川
剛
氏(

再)

な
ど
の
役

員
を
選
出
し
ま
し
た
。

第

回
地
区
党
会
議
開
催

84
参
院
選
勝
利
め
ざ
す
総
合
計
画
採
択

「戦争法案」に反対する市民集会が19日、やす

らぎ広場で開かれ、多数の市民が参加し、市内

をデモ行進して「憲法守れ」と訴えました。



問

藤
島
こ
り
す
保
育
園

の
民
営
化
の
検
討
が
さ
れ

て
い
る
。

保
育
の
公
的
責
任
は
、

な
に
よ
り
も
子
ど
も
の
発

達
権
利
の
保
障
に
行
政
が

責
任
を
負
う
こ
と
だ
。

民
営
化
を
進
め
れ
ば
行

政
は
保
育
現
場
が
分
か
ら

な
く
な
り
、
市
は
保
育
所

入
所
の
割
り
振
り
業
務
だ

け
で
公
的
責
任
の
後
退
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

本
年
４

月
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
が
本
格
ス
タ

ー
ト
し
た
が
、
従
来
ど
お

り
市
町
村
の
公
的
関
与
、

責
任
の
も
と
に
保
育
の
提

供
が
さ
れ
る
。

民
営
化
に
あ
た
っ
て
も

保
育
は
公
的
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
で
あ
り
、
現
状
把
握

と
各
種
相
談
に
対
す
る
助

言
や
財
政
的
支
援
、
県
と

と
も
に
指
導
監
査
を
お
こ

な
う
な
ど
、
行
政
と
し
て

の
一
定
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

問

藤
島
こ
り
す
保
育
園

は
定
員
２
２
０
人
で
県
内

最
大
規
模
の
施
設
だ
。

大
規
模
保
育
園
で
は

「
一
人
ひ
と
り
に
目
が
行

き
届
く
」
面
や
「
異
年
齢

児
交
流
」
が
小
規
模
に
比

べ
て
難
し
く
な
り
、
職
員

数
も
多
く
な
り
、
職
員
間

の
意
思
統
一
や
連
携
な
ど

の
円
滑
さ
に
課
題
が
多
く

な
る
。

子
ど
も
の
貧
困
化
や
児

童
虐
待
の
問
題
な
ど
、
家

庭
の
子
育
て
支
援
に
果
た

す
役
割
も
大
規
模
保
育
園

ほ
ど
難
し
く
な
る
。

県
下
一
の
大
規
模
保
育

園
の
保
育
の
難
し
さ
と
民

営
化
と
の
関
係
に
つ
い
て

ど
う
検
討
さ
れ
た
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

き
め
細

や
か
に
配
慮
し
て
い
く
点

で
の
難
し
さ
は
否
定
で
き

な
い
が
、
１
ク
ラ
ス

人
20

ほ
ど
で
あ
り
、
担
任
に
加

え
副
担
任
を
１
な
い
し
２

人
配
置
し
、
現
在
特
に
支

障
は
な
い
。

指
定
管
理
に
お
け
る
保

育
所
管
理
運
営
基
準
の
中

で
、
現
在
と
同
等
の
保
育

士
配
置
基
準
を
定
め
る
な

ど
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

藤島庁舎入札結果（ ）内は予定価格
6月18日入札分

・藤島庁舎自動火災報知機更新工事
山形空調(株) 5,050,000円（5,222,000円）工期～9/30（落札率96.7％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
6月18日入札分

・湯野浜16号線ほか1路線道路改良工事（湯野浜一丁目地内）
(株)ユーエル 1,600,000円（1,758,000円）工期～9/11（落札率91.0％）
・市道陽光町大西町線表層改良工事（新海町地内）
(株)三庄 4,600,000円（4,673,000円）工期～8/24（落札率98.4％）
・市道白山下興屋火打崎線表層改良工事（清水新田地内）
(株)佐藤工務 5,380,000円（5,561,000円）工期～8/24（落札率96.7％）

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
6月18日入札分

・市道本郷落合線ほか２路線表層改良工事（下名川地内ほか）
(株)王祇建設 11,650,000円（12,036,000円）工期～9/14（落札率96.8％）

管理課入札結果（ ）内は予定価格
6月18日入札分

・市立黄金小学校体育館天井等撤去工事
小野寺建設(株) 10,800,000円（11,200,000円）工期～9/30（落札率96.4％）
・市立京田小学校体育館天井等撤去工事
森建設工業(株) 11,450,000円（11,810,000円）工期～9/30（落札率97.0％）
・市立朝暘第三小学校体育館天井等撤去工事
(株)三浦土建 18,950,000円（18,970,000円）工期～9/30（落札率99.9％）
・市立鶴岡第四中学校体育館天井等撤去工事
加藤建設管工(株) 23,895,000円（26,550,000円）工期～9/30（落札率90.0％）
・市立鶴岡第五中学校体育館天井等撤去工事
(株)佐藤工務 34,500,000円（35,110,000円）工期～9/30（落札率98.3％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
6月17日入札分

・市消防署北分署(仮称)移転新築工事監理業務委託（道形町12番17）
(株)石川設計事務所 3,700,000円（3,769,000円）期間～28/1/29（落札率98.2％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
6月12日入札分

・市公共下水道事業 汚水4H001号ほか新設工事（中野京田地内ほか）
ユーワ(株) 11,860,000円（12,290,000円）工期～9/30（落札率96.5％）
・市公共下水道事業 汚水1H018～033号新設工事（岡山地内）
(株)鈴木工務店 25,000,000円（25,874,000円）工期～11/9（落札率96.6％）

５
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
加
藤
鉱
一
議
員
は
、
藤
島
こ
り
す
保
育
園

の
民
営
化
の
検
討
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

大
規
模
保
育
の
難
し
さ
検
討
し
た
か

非
正
規
６
割
、
保
育
士
が
経
験
積
め
ぬ

い
か
。

民
営
化
に
よ
り
正
規
職

員
と
非
正
規
職
員
の
割
合

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長

公
設
民

営
の
保
育
所
で
は
常
勤
保

育
士
の
う
ち
正
規
職
員
は

４
割
で
非
正
規
は
６
割
で

あ
り
、
基
本
給
は
各
運
営

法
人
の
規
定
に
よ
る
。

保
育
所
の
民
営
化
は
行

政
コ
ス
ト
の
低
減
だ
け
が

目
的
で
は
な
く
、
民
間
活

力
の
活
用
に
よ
り
、
休
日

保
育
や
受
け
入
れ
月
例
の

早
い
保
育
園
、
７
時

分
15

な
ど
か
ら
受
け
入
れ
る
早

朝
保
育
な
ど
、
公
立
で
は

な
し
得
な
い
柔
軟
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
た
り
、
雇

用
の
創
出
な
ど
も
目
的
と

し
て
い
る
。

問

保
育
と
い
う
専
門
性

の
あ
る
公
務
労
働
の
現
場

で
は
経
験
が
も
の
を
言
う

場
面
が
非
常
に
多
く
、
そ

の
経
験
を
豊
か
に
積
ん
で

い
く
に
は
安
定
し
た
雇
用

期
間
が
必
要
だ
。

非
正
規
が
６
割
で
は
そ

の
経
験
を
積
む
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

ベ
テ
ラ

ン
保
育
士
の
役
割
は
大
き

い
が
、
常
に
職
員
同
士
カ

バ
ー
し
な
が
ら
チ
ー
ム
で

保
育
に
当
た
っ
て
い
る
。

公
立
保
育
所
の
役
割
と

し
て
は
、
子
育
て
支
援
や

障
害
児
保
育
支
援
の
拠
点

と
し
て
の
機
能
、
先
駆
的

基
幹
的
役
割
を
担
う
機

能
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

機
能
と
し
て
の
役
割
を
担

い
、
市
全
体
の
保
育
の
質

の
維
持
と
向
上
を
図
っ
て

い
く
。

問

福
祉
保
育
労
に
よ
る

保
育
士
へ
の
今
年
度
の
ア

ン
ケ
ー
ト
２
０
０
８
人
の

回
答
で
は
、
「
と
て
も
疲

れ
る
」
が

・
７
％
、「
時

46

々
疲
れ
を
感
じ
る
」
が
49

・
７
％
で
ほ
ぼ
全
員
が
疲

れ
て
い
る
。

職
場
で
強
い
悩
み
や
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
か
で
は

「
常
に
感
じ
る
」
が

・
18

８
％
、
「
時
々
感
じ
る
」

が

・
８
％
で
８
割
が
ス

61
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
。

保
育
現
場
は
そ
う
い
う

過
酷
な
実
態
に
あ
り
、
大

規
模
保
育
園
を
民
営
化
し

て
い
い
の
か
。

市
長

そ
も
そ
も
大
規
模

保
育
園
に
し
た
の
は
旧
藤

島
町
で
あ
り
、
そ
れ
を
鶴

岡
市
が
引
き
継
い
で
い

る
。民

営
化
し
た
か
ら
質
が

落
ち
る
と
は
思
っ
て
い
な

い
。

問

保
育
所
の
民
営
化

は
、
行
財
政
改
革
に
よ
る

市
職
員
の
削
減
を
目
的

に
、
民
間
に
安
い
人
件
費

で
保
育
を
担
わ
せ
、
そ
の

待
遇
悪
化
で
保
育
士
不
足

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な


